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2025 年１月９日 

報道機関各位 

2026 年 4 月 女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部は 共学化に伴い 

日本栄養大学・日本栄養大学短期大学部へ 

       栄養学を未来にいかす ―未来を おいしく 心地よくー 

 

本学では、学園創始者である香川綾の「食は生命(いのち)なり」という考え方を原点に、開学以来、

「食により人間の健康の維持・改善を図る」という建学の精神のもと、病気の発症予防と重症化予防

をめざして、食と健康をテーマに女子への栄養学教育と研究に取り組んできました。 

 

女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部は、2026 年度から共学化とともに、日本栄養大学・日本

栄養大学短期大学部として生まれ変わります。2025 年 4 月に名称変更の届出を行う予定です。 

新名称には、大学が性別や地域などの属性にとらわれないこと、また、日本における栄養学の発信

地として、これからもあり続けることの想いを込めました。 

 

開かれた学園として社会貢献を 

本学は建学の精神のもと、栄養学からできることを探求し、性別・年齢・地域・人種の枠を超えて、

栄養学を教授・研究、実践し、検証する拠点であり続けていきます。多様な価値観を受容し合える栄

養学のリーダーを育成し、誰一人取り残さない社会の実現に貢献していきます。 

 

性別にとらわれず、栄養学を学び社会貢献できる人材を養成 

本学では、管理栄養士や栄養士の養成はもちろん、養護教諭、家庭科教諭、臨床検査技師などの養

成も行っています。これらの職業は女性が多い分野ですが、最近では男性も増えてきています。男性

がこれらの職業に加わることは、職場や現場での多様性を高め、さまざまな視点やアイデアを生み出

します。 

 

例えば、男性養護教諭がいれば、男子生徒の性に関する悩みにより寄り添いやすくなります。家庭

科教諭に男性がいることで、男女が共に尊重し合い、家庭生活について考え、議論する機会が増えま

す。このように、性別に関係なく全ての人に学びの機会を広げ、今後社会で必要とされるさまざまな

場にこれらの人材を送り出すために、本学は着実に取り組んでいきます。 

 

栄養学のフロントランナーとして 

現在、日本は少子高齢化と人口減少、気候変動・温暖化など、多様で複雑化する社会課題を抱えて

います。 

栄養学は、健康長寿のためだけでなく、ウェルビーイングの要素である食の楽しさやおいしさ、さ

らには食文化も重視して、日々の暮らしで実践されて活かされます。また、栄養学は、食物の生産・

加工・流通・消費の場である食卓までのフードシステムのあらゆる段階で活かすことができ、持続可

能なフードシステム構築にむけ今後さらなる発展が期待される学問です。 

 

2033 年の創立 100 周年、さらにその先をめざして、 女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部が

築いた歴史と伝統を継承し、栄養学のフロントランナーとして「日本」という名称を冠し、日本から

世界の栄養学を牽引し続けられるよう進化していきます。 
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【組織図】 

 
 

記者会見につきましては、以下のとおり行います。 

ぜひお越しくださいますよう、ご案内いたします。 

 

記 

  ■記者会見 

   [日時] 2025 年１月 23 日（木）14 時～15 時〈13 時 受付開始〉 

   [場所] 女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部 駒込キャンパス 生涯学習センター3 階 

       〒170-8481 東京都豊島区駒込 3-24-3 

   [出席者]学校法人香川栄養学園 女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部 

           理事長・学長 香川 明夫 

           女子栄養大学 副学長 川端 輝江 

           女子栄養大学 副学長 武見 ゆかり 

           女子栄養大学短期大学部 副学長 松田 早苗  

 

 
 

【交通】JR「駒込」駅、東京メトロ南北線「駒込」駅下車 3 分 

※構内に駐車スペースがございません。お車の場合は、最寄りのコインパーキングをご利用ください。 

 

  

2026 年度 
名称変更予定 

 

2026 年度 名称変更予定 
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■お申し込み方法 

※誠に恐縮ではございますが、準備の都合上、1 月 20 日（月）14 時までに 

専用フォームまたはメール、FAX にてご連絡ください。 

 

１.専用フォームでの申し込み 

右、専用フォーム（https://forms.office.com/r/F462TT9cA0）より 

お申し込みください。 

   

2.メールでの申し込み 

以下を明記の上、メールの件名を「出席」とし、【gkoho@eiyo.ac.jp 】へ 

ご送信ください。 

【貴 社 名】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【媒 体 名】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【部 署 名】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【ご 芳 名】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【T E L】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

【携 帯 電 話】 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ※緊急連絡用 

【撮 影 の 有 無】 有 ＜スチール or ムービーカメラ＞、無 

 

3.FAX での申し込み 

次頁の FAX 返信用紙をご利用ください。 

 

 

 

お問い合わせ先 

学校法人 香川栄養学園 （女子栄養大学・女子栄養大学短期大学部） 

広報部 学園広報課 

TEL   03-3915-3668 

FAX      03-3915-3635 

E-mail   gkoho@eiyo.ac.jp 

 

 

  

 

mailto:gkoho@eiyo.ac.jp
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広報部 学園広報課 行 

※ご多忙の折、誠に恐縮ではございますが、準備の都合上、本用紙にご出欠の旨をご記入いただき、 

 1 月 20 日（月）14 時までにご連絡お願い申し上げます。 
 

FAX：03‐3915‐3635 
 

 

□ ご出席    □ ご欠席 

 
 

貴社名  

  貴紙・誌名／部署 ／ 

ご芳名  

ＴＥＬ  

携帯電話 
（当日ご連絡用） 

 

Ｅ－ＭＡＩＬ  

撮影の有無 □有 ＜スチール（  ）台、 ムービーカメラ（  ）台＞    □無 

その他のご要望  

 

記者会見 
【日 時】1 月２３日（木）14:00～15:00 ＜13：00 受付開始＞ 

【会 場】女子栄養大学 駒込キャンパス 生涯学習センター3 階 

FAX 返信用紙 


